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令
和
４
年
度
決
算
報
告

歳入決算額の構成

一般会計

歳入総額
76 億 3,648 万円

町  税町  税

自主財源自主財源

依存財源依存財源

使用料及び手数料使用料及び手数料

諸収入諸収入

繰越金繰越金

（分担金・（分担金・
　　　寄附金など）　　　寄附金など）

（地方消費税交付金など）（地方消費税交付金など）

その他その他

その他その他

地方交付税地方交付税
地方譲与税地方譲与税

町 債町 債

国県支出金国県支出金

19.3 ％19.3 ％

41.9 ％41.9 ％

58.1 ％58.1 ％

0.6 ％0.6 ％

1.6 ％1.6 ％

8.0％8.0％

12.4％12.4％

5.1 ％5.1 ％

23.5％23.5％
1.0％1.0％

1.7％1.7％

26.8％26.8％

町民税　　　 6 億1,578 万円
固定資産税　6 億 8,752 万円
軽自動車税　　　 5,513 万円
町たばこ税　  1億1,218 万円

内、ふるさと納税寄附金額
5 億 5,366 万円

（企業版）710 万円

国から交付される使途に
制約のない財源

町が実施する事業に対
して国や県から交付さ
れる補助金など

資金調達のための借入金
町 民 の 皆 さ ん が
負 担 し た 町 税

（1 人当たり換算）
令和 5 年 1 月 1 日 現在
人　口　  13,894 人

町民税 4万 4,320 円

固定資産税 4万 9,483 円

軽自動車税 3,968 円

町たばこ税 8,074 円

性質別歳出決算額の構成

人件費人件費

扶助費扶助費

公債費公債費
物件費物件費

積立金積立金

繰出金繰出金

補助費等補助費等

維持補修費維持補修費
0.2 ％0.2 ％

投資及び投資及び
出資・貸付金出資・貸付金

義務的義務的
経費経費

投資的投資的
経費経費

普 通 建 設普 通 建 設
事業費事業費

（高齢者福祉（高齢者福祉
・児童福祉などの・児童福祉などの
  社会保障の経費）  社会保障の経費）

（旅費、備品購入、（旅費、備品購入、
委託料などの経費）委託料などの経費）

（各種団体への（各種団体への
補助金や助成金補助金や助成金
などの経費）などの経費）

14.5 ％14.5 ％

21.6 ％21.6 ％

42.6 ％42.6 ％48.2 ％48.2 ％

9.2 ％9.2 ％
6.5 ％6.5 ％

17.1 ％17.1 ％

7.9 ％7.9 ％

7.5 ％7.5 ％

14.2％14.2％

1.5 ％1.5 ％

9.2 ％9.2 ％ 町が発行した地方債の元金・町が発行した地方債の元金・
利子の支払経費利子の支払経費

道路、教育施設などの建設道路、教育施設などの建設
や改修に必要な経費や改修に必要な経費

その他その他
経費経費

歳出総額
70 億2,983万円

その他の経費とは・・・その他の経費とは・・・

物品購入や業務委託費、
補助金などの義務的・投
資的以外の消費的な支出
に充てる経費

投資的経費とは・・・投資的経費とは・・・

道路や学校などの公共施
設を整備する経費

義務的経費とは・・・義務的経費とは・・・
職員給与、福祉や医療費、
町の借金の返済など毎年
必ず必要となる経費

町 民 の 皆 さ ん に
使 わ れ た お 金

（1 人当たり換算）

505,962 円
令和 5 年 1 月 1 日 現在
人　口　  13,894 人

人件費 73,354 円
扶助費 109,326円
公債費 32,693 円
普通建設事業費 46,617 円
災害復旧事業費 0円
物件費 86,540 円
維持補修費 836 円
補助費等 71,607 円
積立費 39,809 円
投資及び出資
・貸付金 7,433 円

繰出金 37,747 円

歳入総額 76億3,648万円 前年比 +1.5％

歳出総額 70億 2,983万円 前年比 +1.7％

歳入歳出差引額 6 億 665 万円
翌年度への繰越財源 １億 3,033 万円
実質収支 4 億 7,632 万円 前年比 -7.3％

　
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
決
算

は
、
歳
入
歳
出
と
も
に
増
加
。
歳

出
増
加
の
要
因
は
、
コ
ロ
ナ
対
策

の
給
付
金
・
暮
ら
し
応
援
券
配
布

事
業
や
、
大
木
中
学
校
体
育
館
改

修
工
事
な
ど
の
公
共
施
設
の
整
備

改
修
工
事
の
増
加
で
す
。
歳
入

は
、
前
年
度
の
決
算
剰
余
金
や
ふ

る
さ
と
納
税
の
基
金
化
に
伴
う
繰

入
金
の
増
加
な
ど
が
増
加
の
要
因

で
す
。
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歳出総額 歳入総額
16 億 4,133 万円 15 億 738 万円

保険給付費保険給付費

県支出金県支出金

国民健康保険税国民健康保険税

国保事業費納付金国保事業費納付金

繰入金繰入金

総務費総務費前年度前年度
繰上充用金繰上充用金

諸収入諸収入

64.8 ％64.8 ％

70.9 ％70.9 ％

21.8 ％21.8 ％

27.4 ％27.4 ％

7.2 ％7.2 ％

1.5 ％1.5 ％
4.0 ％4.0 ％

0.1 ％0.1 ％

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

水道事業会計

歳入総額 15億　 738万円 前年比 -1.9％

歳出総額 16億 4,132万円 前年比 +2.4％

実質収支 - 1 億 3,394万円 過去最大

　
令
和
４
年
度
決
算
は
、
歳
入
が

15
億
７
３
８
万
円
、
歳
出
が
前

年
度
繰
上
充
用
金
含
め
16
億
４
，

１
３
２
万
円
と
な
り
、
実
質
収
支

が
１
億
３
，
３
９
４
万
円
の
赤
字

と
な
り
ま
し
た
。近
年
で
は
毎
年
、

翌
年
度
予
算
か
ら
の
繰
上
げ
充
用

を
行
い
、
歳
入
不
足
額
を
補
填
し

て
い
て
、
慢
性
的
な
赤
字
は
解
消

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

歳　入歳　出

総務費 人件費・事務費など国保事業運営
にかかる経費

保険給付費 国保加入者の医療費など

国保事業費納付金 県全体の保険給付費等を県内市町
村で按分して県へ支払うもの

保険事業費 特定健診など医療費適正化にかか
る事業費

諸支出金 償還金や還付加算金

前年度繰上充用金
会計年度経過後に歳入が歳出に対
して不足するとき、翌年度の歳入
を繰り上げて充てるもの

国民健康保険税 国保加入者が収めた保険税

県支出金 県からの補助金

繰入金 一般会計からの繰入金

諸収入 延滞金その他雑入

保険事業費保険事業費
1.2 ％1.2 ％

諸支出金諸支出金
1.1 ％1.1 ％

後期高齢者医療
令和 4年度

歳入 歳出 差引
2億 414 万円 1億 9,571 万円 843 万円

（公営企業会計） 収益的収入・支出※1 資本的収入・支出※2
水道事業
令和 4年度

収入 支出 収入 支出
2億 5,996 万円 2億 3,362 万円 1,550 万円 7,806 万円

※資本的収入が資本的支出に対して不足する額は、積立金や損益勘定留保資金などで補っています。

（用語説明）
※ 1　収益的収入・支出とは、経営活動に伴い発生する収益（料
金収入など）と費用（人件費など）のことです。
※ 2　資本的収入・支出とは、将来の経営活動に備えて行う建設
改良などに関する費用とその財源である収入のことです。
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令
和
４
年
度
ま
ち
づ
く
り
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
（
抜
粋
）

　
自
治
総
合
計
画
で
め
ざ
す
町
の
姿
の
達
成
具
合
や
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
う
た
め
、
令
和
９
年
度
ま
で

毎
年
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
の
集
計
結
果
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

住み続けたいと思える 持続可能な循環のまち おおき

未来につなぐ環境先進のまち

ま ち づ く り
町民アンケート
で 毎 年 評 価

基 本 理 念

町の将来像町の将来像
　省エネ製品の利用を進め、再生可能エネルギー
利用設備を導入している町民の割合

（R4）51.6%

令和 5 年度末（中間）目標　54.5％
令和 9 年度末（最終）目標　58.3％

（事業費：1,527 万 1 千円）

　住宅用太陽光発電設備や蓄電池システム、電気自動車等充給電
システム設備（Ｖ２Ｈ）を住宅へ設置する際に設置費用の一部を
助成するほか、電気自動車の購入やネット・ゼロ・エネルギー住
宅への補助を行い、地域の脱炭素化を推進しました。

令和 4 年度実施の主な事業令和 4 年度実施の主な事業

地球温暖化防止対策支援補助事業地球温暖化防止対策支援補助事業

　町の将来像 　地域と行政が協働でめざす町の将来像

　めざす町の姿
　地域と行政が具体的にめざす方向や活
動の状態
　質問内容に該当すると答えた割合が

「めざす町の姿」の達成具合を評価する
数値です。

　事 業
　「めざす町の姿」に関する課題解決の
ため、政策・施策に基づいた事業を実施
しています。

　気候変動の緩和策・適応策を推進し、次世代への影響
を残さないまちであること

めざす町の姿めざす町の姿

評価指標（アンケート結果）評価指標（アンケート結果）
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子育てしやすく子どもが元気に輝くまち

子育てしやすく子どもが元気に輝くまち

町の将来像町の将来像

町の将来像町の将来像

めざす町の姿めざす町の姿

めざす町の姿めざす町の姿

　子ども達が学校で学ぶための学校環境が整ってい
ると感じる町民の割合

（R4）52.0%
令和 5 年度末（中間）目標　55.7％
令和 9 年度末（最終）目標　59.5％

　子育てについて相談できる場所や機会を知って
いる町民の割合 / 働きながら子育てができる環境が
整っていると感じる町民の割合

（R4）45.5%
令和 5 年度末（中間）目標　52.4％
令和 9 年度末（最終）目標　56.5％

（事業費：7,114 万 6 千円）

（事業費：456 万 4 千円）

（事業費：3,507 万 8 千円）

　安全・安心な学校施設環境を維持するため、大木中学校体育
館の外壁塗装などの大規模改修工事を実施しました。
　また、砂ぼこりを軽減するため、グラウンドに井戸ポンプを
設置し、水まきを行えるように工事を実施しました。

　子育て中に一人で不安を抱え込むことがないように、妊娠期
から子育て期における相談業務などを実施し、子育て支援を行
いました。

　物価高騰などの経済的負担を軽減するため、町内店舗で使
用できる商品券を子育て世帯に支給する事業などを実施しま
した。

　豊かな学びを支える教育環境が整っていること

　みんなが支え合い、安心して子育てができること

令和 4 年度実施の主な事業令和 4 年度実施の主な事業

中学校施設維持管理事業中学校施設維持管理事業

令和 4 年度実施の主な事業令和 4 年度実施の主な事業

子育て支援拠点事業子育て支援拠点事業

子ども支援事業子ども支援事業

評価指標（アンケート結果）評価指標（アンケート結果）

評価指標（アンケート結果）評価指標（アンケート結果）
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だれもがいつまでも幸せに暮らせる健幸長寿のまち

堀と自然が調和した暮らしの基盤が整ったまち

町の将来像町の将来像

町の将来像町の将来像

めざす町の姿めざす町の姿

めざす町の姿めざす町の姿

　地域活動、文化・スポーツ活動、就労など、町
の様々な分野で高齢者が元気に活躍していると思
う町民の割合

（R4）47.5%
令和 5 年度末（中間）目標　56.2％
令和 9 年度末（最終）目標　59.9％

　生活しやすい環境（道路、水道、公園、交通、
情報通信設備）が整っていると感じる町民の割合

（R4）42.5%

令和 5 年度末（中間）目標　52.2％
令和 9 年度末（最終）目標　56.2％

（事業費：2,038 万円）

（事業費：4,205 万 7 千円） （事業費：1,996 万 5 千円）

　大木町社会福祉協議会へ事業委託し、生活支援コーディネー
ターの配置や、高齢者の買い物・移動支援・介護予防などを行
いました。

　町内の生活道路の維持補修などを
行い、安全安心な道路環境の向上を
図りました。

　老朽化していた石丸山公園内の複合遊具
を「ふるさと納税」によりいただいた寄附
金を財源に、公園利用者の意見を取り入れ
て複合遊具の更新を行いました。

　高齢者が生き生きと元気に暮らしていること

社会基盤がバランスよく整い、快適に暮らしていること

令和 4 年度実施の主な事業令和 4 年度実施の主な事業

生活支援体制整備事業生活支援体制整備事業

令和４年度実施の主な事業令和４年度実施の主な事業

道路維持事業道路維持事業 複合遊具更新事業複合遊具更新事業

買い物支援での移動販売の様子▶

評価指標（アンケート結果）評価指標（アンケート結果）

評価指標（アンケート結果）評価指標（アンケート結果）

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

Ｑ 

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

Ａ 

町
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
先
進
的
な

環
境
政
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ご
み
の
分
別
に
よ
っ
て
地
球

環
境
の
保
護
、資
源
の
有
効
活
用
、

ご
み
処
理
費
用
の
削
減
に
繋
が
っ

て
お
り
、
削
減
で
き
た
費
用
を
、

子
育
て
や
福
祉
の
費
用
に
充
て
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

Ｑ 

移
動
手
段
の
確
保
に
つ
い
て

Ａ 

高
齢
者
な
ど
の
移
動
支
援
策

と
し
て
、
買
い
物
支
援
（
店
舗
ま

で
の
送
迎
、移
動
販
売
）
の
ほ
か
、 

健
康
維
持
と
余
暇
活
動
の
機
会
提

供
の
た
め
、
町
が
行
う
介
護
予
防

事
業
へ
の
参
加
の
た
め
の
送
迎
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
通
院

な
ど
へ
の
移
動
支
援
実
施
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
進
め
る
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

事業評価・町民
アンケートの
結果ＱＲコード

㉄
財
務
会
計
課　
財
政
グ
ル
ー
プ

(
０
９
４
４
‐
３
２
‐
１
０
５
２
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『
火
を
消
し
て

　
　
　
不
安
を
消
し
て　
つ
な
ぐ
未
来
』

　
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及
・

啓
発
の
た
め
全
国
一
斉
に
秋
の
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
大
木
町
、
大
木
町
消
防
団
で
は

夜
間
の
火
災
予
防
広
報
活
動
や
巡

視
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
火
事
を
出
さ
な
い
、
出
さ
せ
な

い
。」
建
物
の
周
囲
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い
な
ど
、
普
段
か

ら
の
心
掛
け
が
大
切
で
す
。

●
運
動
期
間

11
月
９
日
㈭
か
ら
11
月
15
日
㈬
ま
で

●
運
動
内
容

住宅防火　いのちを守る 7 つのポイント
―3 つの習慣・4 つの対策―

＜ 3 つの習慣＞
○寝たばこは、絶対にやめましょう。
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置
で使用しましょう。
○「ガスこんろ」などのそばを離れるときは、
必ず火を消しましょう。
＜ 4 つの対策＞
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報
器を設置しましょう。
○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防
ぐために、防炎品を使用しましょう。
○火災を小さいうちに消すために、住宅用
消火器などを設置しましょう。
○お年寄りや身体の不自由な人を守るため
に、隣近所の協力体制をつくりましょう。

㉄
総
務
課　
(
０
９
４
４
‐
３
２
‐
１
０
３
５

①
11
月
９
日
㈭
の
み
19
時
に
サ
イ

レ
ン
吹
鳴
（
火
災
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。）

※
消
防
演
習
信
号　
15
秒
吹
鳴
を

１
回

②
防
火
パ
レ
ー
ド

【
11
月
５
日
㈰
の
午
前
中
に
町
内

を
巡
回
広
報
】

③
運
動
期
間
中
、
毎
日
19
時
頃
か

ら
車
両
に
よ
る
火
災
予
防
広
報
啓

発
、
巡
視

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
町
税
は
、
住
民
生
活
を
豊
か
に

す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

や
施
策
に
要
す
る
費
用
に
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
町
税
の
滞
納
は
、

そ
の
財
源
確
保
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
ま
た
、
督
促
状
の
発
送
な

ど
の
不
必
要
な
経
費
に
税
金
を
使

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
納
め
忘
れ
の
税

金
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
納
期
限
日
に
口
座
か
ら
引
き
落

と
さ
れ
ま
す
。

①
督
促
・
催
告

　
納
期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い

場
合
、
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。

督
促
状
を
送
付
し
て
も
納
付
さ
れ

な
い
場
合
は
、
訪
問
し
た
り
催
告

書
を
送
付
し
た
り
し
ま
す
。

②
財
産
調
査

　
金
融
機
関
、
勤
務
先
、
取
引
先

な
ど
に
財
産
調
査
を
行
い
ま
す
。

③
差
押
え

　
国
税
徴
収
法
な
ど
に
基
づ
き
、

預
貯
金
、
給
与
、
生
命
保
険
、
不

動
産
な
ど
を
差
し
押
さ
え
ま
す
。

　
ま
た
、
自
宅
を
捜
索
し
て
車
両

や
動
産
を
差
し
押
さ
え
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
納
付
書
に
バ
ー
コ
ー
ド
が
記
載

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
納
付
書
の

裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ビ

ニ
や
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ
リ
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

口
座
振
替
が
便
利
で
す
！

滞
納
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
と
！

コ
ン
ビ
ニ
や
ス
マ
ホ
決
済
ア
プ

リ
で
納
付
で
き
ま
す
！

※
納
税
が
困
難
な
人
は
、
滞
納
を

そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
納
税
相
談
を

し
て
く
だ
さ
い
。

STOP滞納
　忘れていませんか、「納税」を

㉄税務町民課　(0944-32-1067

預貯金、給与
など差押え！
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自
分
ら
し
く

男
女
が
共
に
輝
く
「
大
木
町
」
に

　
「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」
と

い
う
周
り
の
人
の
考
え
方
で
、
嫌

な
思
い
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
男
女
が
お
互
い
を
尊
重
し

合
い
、
職
場
や
学
校
、
家
庭
、
地

域
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
、
性

別
に
か
か
わ
ら
ず
一
人
ひ
と
り
が

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
個
性
や

能
力
を
認
め
合
い
、
個
人
自
ら
が

自
立
し
、
生
き
方
や
暮
ら
し
方
を

選
択
で
き
る
社
会
が
「
男
女
共
同

参
画
社
会
」
と
い
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
や
労
働
力
人
口
の

減
少
な
ど
が
進
み
、
社
会
が
様
々

な
変
化
を
し
て
い
く
中
で
、「
男

は
仕
事
」「
女
は
家
庭
」
と
い
っ

た
よ
う
な
固
定
的
性
別
役
割
意
識

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
一
人

ひ
と
り
が
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
個
性

と
能
力
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
は
、
私
た

ち
が
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た

め
に
、
必
要
不
可
欠
な
も
の
な
の

で
す
。

　
第
３
次
大
木
町
男
女
共
同
参
画

計
画
の
策
定
に
向
け
て
「
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
男
は
仕
事
」「
女
は
家
庭
」
と

い
う
考
え
に
賛
同
す
る
か
と
い
う

質
問
に
賛
同
す
る
・
や
や
賛
同
す

る
と
答
え
た
の
は
合
わ
せ
て
20
％

で
し
た
。
平
成
26
年
に
実
施
し
た

前
回
調
査
と
比
較
す
る
と
、
16
・

７
％
減
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
性
が
職
業
を
持
つ
こ

と
に
つ
い
て
「
ず
っ
と
職
業
を

も
っ
て
い
る
方
が
よ
い
」
と
答
え

た
の
は
、
61
・
４
％
で
、
前
回
調

査
よ
り
19・８
％
増
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
や
、
自
由
記
述

の
内
容
か
ら
、
男
女
の
性
別
に
関

係
な
く
、
そ
の
人
ら
し
く
生
活
で

き
る
社
会「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

を
望
む
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
は
、

男
女
の
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意

識
が
い
ま
だ
に
根
強
く
、
職
場
や

家
庭
、
地
域
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
に
お
い
て
、
男
女
が
個
性
と
能

力
を
発
揮
で
き
る
状
況
で
は
な
い

こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と
は

え
？
い
ま
だ
に

　
「
男
は
仕
事
」「
女
は
家
庭
」

•	他市町村から来たが、男尊女卑がまだ
まだ根強い。いまだに「嫁」の考えが
ある。（女性）

•	特に男性の考え方が年齢の高い人ほど
配偶者へ差別的発言をしてくる。「お
嫁さん」「奥さん」「旦那さん」「婿さん」
の言葉も好ましくない。

　（男性）

•	私も育児休暇を取ったが、男性だから
ということでマイナスなことを言われ
た。男性も女性もどちらも働きやすい
環境、サポートを整えてもらえたらと
思う。（男性）

•	役場の役職者や町議員の男女比がそも
そも男女差別を感じる。無理にでもそ
の比率をかえるべき。（男性）

「大木町人権に関する町民意識調査」（令和４年、平成 26 年）

①「男性は仕事、女性は家庭」という考え方に賛成しますか？

②女性が職業を持つことについてのあなたの考えは？

ずっと職業を持つ 61.4

78.1
令和 4 年

平成 26 年

20

59.8

36.7

19.3
37.2

41.6
0.8
1.7
1.3
1.8

0.3
0.6

16.9
17

結婚まで職業を持ち、あとはもたない

子どもができたら職業をやめ、あとももたない

女性は職業を持たないほうがよい

わからない・その他・無回答

子どもができたら職業をやめ、大きくなって職業をもつ

反対

0

0

10

10

20

20

30

30

40

40

50

50

60

60

70

70

80 90

令和 4 年 平成 26 年

賛成

8

どう思っているの？
町民意識調査

聞いて！
町民の思い（一部抜粋）
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「
第
２
次
大
木
町
男
女
共
同
参

画
計
画
」
を
引
き
継
ぎ
、
新
た
な

計
画
と
な
る
「
第
３
次
大
木
町
男

女
共
同
参
画
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、「
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
」
第
14
条
第
３

項
に
基
づ
く
、
市
町
村
男
女
共

同
参
画
計
画
で
あ
る
と
と
も
に
、

２
０
１
９
年
（
平
成
31
年
）
に
制

定
さ
れ
た
「
大
木
町
男
女
が
認
め

合
い
社
会
参
画
を
推
進
す
る
条

例
」
に
基
づ
い
た
計
画
で
す
。

　
併
せ
て
、「
Ｄ
Ｖ
防
止
法
」
第

２
条
の
３
第
３
項
及
び
、「
女
性

活
躍
推
進
法
」
第
６
条
第
２
項
の

規
定
に
基
づ
く
町
の
基
本
的
な
計

画
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
木
町
自
治
総
合
計
画

に
定
め
ら
れ
た
、
将
来
像
「
ま
ち

の
個
性
が
光
る
暮
ら
し
と
文
化
が

育
つ
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
の

政
策
「
人
権
教
育
・
啓
発
、
男
女

共
同
参
画
の
推
進
」
を
実
現
す
る

個
別
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

㉄
ま
ち
づ
く
り
課

(
０
９
４
４
‐
３
２
‐
１
０
３
６

　
夫
婦
と
し
て
一
緒
に
生
活
し
ま

す
が
、育
っ
た
環
境
が
違
う
の
で
、

価
値
観
も
違
い
ま
す
。

　
家
事
な
ど
リ
ス
ト
化
し
て
気
づ

い
た
こ
と
を
書
き
こ
む
よ
う
に
し

て
、
共
に
で
き
る
こ
と
を
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。互
い
に
得
意
、

不
得
意
が
あ
る
の
で
、
補
え
る
よ

う
に
と
心
が
け
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
ま
だ
パ
ー
ト
ナ
ー
に
頼
る
こ

と
が
多
い
の
で
反
省
し
て
い
ま

す
。

　
蛭
池
に
引
っ
越
し
て
３
年
目
。

今
年
は
地
域
の
お
世
話
を
や
っ
て

い
ま
す
。
地
域
行
事
の
夫
婦
参
加

が
多
く
、
家
族
み
ん
な
で
楽
し
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

　
私
は
、
姉
２
人
、
弟
１
人
の
中

で
男
女
関
係
な
く
、
上
の
子
が
下

の
子
の
面
倒
を
見
る
よ
う
に
と
育

て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
審
議
会
に

入
り
、
男
女
共
同
参
画
の
視
点
の

大
切
さ
や
、
地
域
の
人
と
の
交
流

で
、
色
ん
な
考
え
方
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
気
づ
け
ま
し
た
。

　
今
後
、
男
女
共
同
参
画
を
進
め

る
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担

う
若
い
世
代
へ
の
教
育
に
力
を
入

れ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
で
は
当
た
り
前
と
な
っ

た
男
女
共
同
参
画
の
考
え
で
す

が
、
20
年
前
は
当
た
り
前
で
は
な

く
、
私
た
ち
の
親
や
先
輩
た
ち
の

苦
労
が
あ
り
、「
男
女
共
同
参
画

は
当
た
り
前
」
と
な
っ
た
こ
と
を

伝
え
、
若
い
世
代
が
自
分
ら
し
く

生
き
て
い
け
る
よ
う
に
伝
え
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。

と
も
に
認
め
合
い
、支
え
あ
い
、

自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

共
に
で
き
る
こ
と
を
す
る

地
域
み
ん
な
で
楽
し
む

こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代
と
共
に

大木町男女共同参画推進計画３つの目標

第 3 次大木町男女共同参画計画 策定
（配偶者からの暴力防止基本計画・女性活躍推進計画）

1 男女共同参画の社会実現の
ための意識改革 2 誰もが安心して暮らせる

社会の実現 3 性別にとらわれず活躍できる
社会の実現（女性活躍推進計画）

　固定的な性別役割分担意識を解
消していくため、家庭や地域への
啓発、学習を通じて一人ひとりの
意識づくりを進めていきます。

　DV やあらゆるハラスメントなど
に対応する相談体制や、被害者のケ
ア体制の充実を図り、性別や年齢、
家族の形態などに関わらず、一人ひ
とりが安心して暮らせる地域づくり
を進めていきます。

　女性自身の社会参画に対する意識
や関心を深め、意思決定の場に女性
が参画しやすくなる環境づくりに取
り組んでいきます。

インタビュー
インタビュー

　観光農園ラ・フレーズを夫婦で営む「黒
くろぬま

沼清
せいじゅ

寿さん」は大
木町男女共同参画審議会副会長としても活躍されています。「男
女が共に自分らしく」生きることについてお話を聞きました。
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CCoolloorrffuull && TTooggeetthheerr
～みんなでつくろう、みんなでつなごう～

あすばる男女共同参画フォーラム
　福岡県は、11 月の第 4 土曜日を「男女共同参画
の日」と定めています。
　町では、性別にかかわりなく、共に暮らしやすい
社会を考えるイベントを開催します。

11 月は「児童虐待防止推進月間」
11 月 12 日～ 25 日は

「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

あすばる男女共同参画フォーラム
スペシャルトーク中継

　渋谷を拠点にダイバーシティな社会、
ボーダーレスな世界をテーマに活躍中の
タレント KABA. ちゃんとのスペシャル
トークショーを中継します。

⃝定員　２０人　※申込不要
㉄まちづくり課　(0944-32-1036

⃝日時　11 月 25 日㈯ 14 時～ 15 時
⃝場所　図書・情報センター 2 階（ZOOM 配信中継）
⃝特別ゲスト　タレント・振付師　KABA. ちゃん氏

　特に、配偶者や交際相手等からの暴力、性犯罪、ストーカー行為等女性
に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、男女共同参画
社会を形成していく上で、克服すべき重要な課題です。そのため、この運
動期間には、全国で女性に対する暴力根絶のための啓発活動が行われます。

　女性に対する暴力根絶のシンボル「パープルリボン」
と、児童虐待防止のシンボル「オレンジリボン」をつ
けたカードをツリーに飾っていきます。女性に対する
暴力のない世界にするため、また、子どもたちの笑顔
を守るためのメッセージをお寄せください。

暴力は、決して許されるものではありません

パープルリボン＆オレンジリボンキャンペーン

電話で相談
▶おおき女性ホットライン
(092-513-7337
毎週月～金曜日　10 時～ 17 時

（祝日、12月29日～1月3日を除く）

⃝期間　11 月 1 日㈬～ 25 日㈯
⃝場所　大木町役場１階ロビー、図書・情報センター、
子育て世代包括支援センター

12
月
３
日
～
９
日
は
障
害
者
週
間
・
12
月
４
日
～
10
日
は
人
権
週
間
で
す

こ
っ
ぽ
ー
っ
と
上
映
会
・

大
木
町
人
権
週
間
の
集
い

　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

誰
も
が
笑
顔
に
な
る
為
に
。

誰
も
が
笑
顔
に
な
れ
る
場
所
。

み
ん
な
１
人
１
人
凸
凹
が
あ
る
か

ら
補
い
合
っ
て
う
ま
く
い
く
。

誰
か
の
マ
イ
ナ
ス
は
誰
か
の
プ
ラ

ス
に
な
る
。

誰
も
が
そ
の
ま
ま
の
自
分
が
ス
テ

キ
で
毎
日
を
笑
っ
て
生
き
る
。

知
る
こ
と
は
愛
す
る
こ
と
。

そ
ん
な
こ
と
を
い
ろ
ん
な
視
点
で

気
付
か
せ
て
く
れ
る
。

こ
こ
に
は
あ
な
た
の
知
ら
な
い
世

界
が
見
え
ま
す
。

こっぽーっと上映会（チョコレートな人々）
●日にち　12 月３日㈰ 10 時～ 11 時 50 分
　　　　　(9 時 30 分開場 )
●場所　こっぽーっとホール（大木町総合体育館内）
●定員　100 人　●入場　無料　※要整理券
●共催　こっぽーっとホールイベント企画運営委
　　　　員会・みすゞの会

大木町人権週間の集い
●日にち　12 月３日㈰　13 時 30 分～ 16 時
●場所　こっぽーっとホール（大木町総合体育館内）
●入場　無料　※要整理券
●内容　・人権作文発表（各小学校代表）
・映画上映「チョコレートな人々」（102 分）

▶映画整理券　11 月１日㈬　配布開始
▶配布場所・㉄　大木町図書・情報センター
(0944-32-1047

みすゞの会代表
荒
あらまき

巻 明
あ き こ

子さん

　

愛
知
県
に
あ
る

「
久く
お
ん遠
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
」
で
は
、
心
や
体

に
障
が
い
が
あ
る
人

な
ど
多
様
な
人
々
が

働
い
て
い
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
人
と
共
に
働

く
喜
び
と
、
そ
の
難

し
さ
…
・
。
理
想
を

追
い
求
め
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ブ
ラ

ン
ド
の
山
あ
り
谷
あ
り
、
き
れ
い

な
だ
け
じ
ゃ
な
い
19
年
間
を
描
く

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
ど
う

ぞ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

こ
の映

画の魅力は
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施設改修工事に伴う
利用停止のお知らせ

新
し
い
職
員
を
紹
介
し
ま
す

10
月
１
日
か
ら
大
木
町
役
場
に

２
人
の
新
た
な
仲
間
が
加
わ
り
ま
し
た
。

❖ 北
きたじま

島 楓
ふ う か

夏　（税務町民課）

　町民の皆さまが誇れるまちにでき
るよう、精一杯頑張ります。
　よろしくお願い致します。

❖ 加
か と う

藤 隼
は や と

人　（税務町民課）

　より良い町づくりのために、町民の
皆さまと協力しながら一生懸命頑張
ろうと思います。
　これからよろしくお願い致します。

　町内の施設改修工事のため、次の施設が使用ができ
ません。
　大変ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお
願いします。

㉄まちづくり課（図書・情報センター）　(0944-32-1047

※工事の進捗状況により、期間が変更となる場合があります。
その場合は改めてお知らせします。

テニスコート防球フェンス改修事業は、
スポーツ振興くじ助成金を受けて実施されています。

スポーツくじ理念広報サイト
「GROWING」

施設

大木町運動公園 大木町図書・情報センター
ものづくりの部屋 子育て交流センター

使用できない

期間（予定）

令和５年 12 月中旬から
令和６年３月 15 日まで

令和５年 11 月 13 日から
令和６年 1 月 31 日まで

大木町テニスコート

▼使用できない期間（予定）

令和５年 11 月６日から
令和６年３月 15 日まで
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（9：00受付）
※少雨決行

問大溝コミセン(0944-78-1966
問まちづくり課(0944-32-1036

(080-7025-7044
 申込み専用

9 時～ 17 時まで（土・日・祝日除く）

11月6日㈪まで
 事 前 申 込 期 限

申込みはこちら

一般500円・3歳以上小学生まで300円

 参 加 料

（買い物チケット 100 円券、アクアス入浴優待券、保険料込）

2023
10:00スタート日11月12日

石丸山公園
 スタート・ゴール

（大木町大字大角 1426）
駐車場ありイオン大木店
駐車場から会場までシャトルバス運行 当日参加可

3 歳未満　無料

先着 500 名に記念缶バッチプレゼント！

おおみぞおおみぞ

歩こ う

歩 こ う

笑 お う

笑 お う

楽 し も う

楽 し も う

ゆっくりーいくゆっくりーいく 毎回テーマは地元のみなさんのアイディアで決められます。
今回のテーマは「ゆっくりー行く」と「クリーク」をかけた表現になっています。

西鉄大溝駅から徒歩 1 分

12

ゆっくりーいく おおみぞ
ゆっくりーいく おおみぞ

みんなで
おおみぞをさるこい！

コース沿いの地元の皆さんがお待ちしています‼コース沿いの地元の皆さんがお待ちしています‼
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こみせんセミナー
第 2 弾「気楽に学ぼう‼ 防災マメ知識」

●開催日 / 開催場所（※都合の良い日程、場所にご参加ください）
< ※各日程で共通 >
●実施時間　午前 10 時～ 11 時 30 分
●内容　ガスコンロを使った簡単レシピを学びます。
●講師

開催日
開催場所

11月 24 日㈮
大溝コミュニティーセンター

申込先 大溝コミュニティーセンター
(0944-78-1966

開催日
開催場所

11月 28 日㈫
木佐木コミュニティーセンター

（図書館・ものづくりの部屋）

申込先 図書・情報センター
(0944-32-1047

開催日
開催場所

12 月 7 日㈭
大莞コミュニティーセンター

申込先 大莞コミュニティーセンター
(0944-78-9124

石
いしかわ

川信
の ぶ お

男さん
（日本キャンプ協会キャンプディレ
クター 1 級、大木町レクリエーショ
ン協会会長）

●募集人数　各 10 人
●持ってくるもの　
▶白米 1 合▶お椀

わん
、箸

はし
　▶ラップ（※持ち帰り用）

●参加費：500 円（材料費） ※当日徴収します
●申込締切：各実施日の 3 日前まで
㉄まちづくり課（図書・情報センター）　(0944-32-1047

1010時時    ～～    1515時時
雨天決行雨天決行
ただし出店しない所もありますただし出店しない所もあります

（日）（日）1212//1717 第第５５回回

大木町の軒先よりおいしいを込めて

地図を片手にまちめぐり

WebWeb
スタンプラリースタンプラリー

開催‼開催‼
まちの魅力を再発見まちの魅力を再発見

12/8（金）から大木町図書・情報センター、校区コミセンで地図を配布します。
12/17 はどこからでも自由に回ってください。なお、場所によっては、売り
切れている場合があります。

参加方法


